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図 3 下り出茶屋 喜多村筠庭
⼦筠庭雑考⼧(天保14年〈1843〉)
より 国立国会図書館蔵

































































図 5 釜の中の籠 山東京伝⽝絞染五郎
強勢談⽞第 5 巻(文化 5 年〈1808〉)よ
り 国立国会図書館蔵










































































































図 8 煎茶の振り売り ⽝江戸名所
図Ẓ風⽞左 2 より 公益財団法人
出光美術館蔵

















































































































































































































































( 1 ) 西村俊範⽛笠森お仙と隠元薬罐⽜⽝人間文化研究⽞第32号(2014年)ならび
に西村俊範⽛江戸後期庶民のお茶⽜⽝人間文化研究⽞第37号(2016年)
( 2 ) 吉村亨・若原英弌⽝日本の茶ᴷ歴史と文化⽞(1974年)69頁
( 3 ) 小山弘志校注⽝狂言集上⽞所収(日本古典文学全集42，1960年)108頁





( 5 ) 塙保己一編⽝続群書類従⽞巻第961所収(続群書類従刊行会刊，1972年)，
108頁。高橋忠彦編⽝尊経閣文庫本桂川地蔵記⽞(2012年)287頁，注( 4 )喜多
村前掲書巻10上(岩波文庫本360頁)
( 6 ) 吉村亨⽛庶民の茶・商いの茶⽜(赤川達郎ほか編⽝茶の湯絵画資料集成⽞
所収，1992年)180・181頁
( 7 ) ジョアン・ロドリーゲス⽝日本教会史⽞第 1部第32章(⽝大航海時代叢書⽞








( 8 ) 下坂守⽝参詣曼荼羅図⽞(日本の美術331，1993年)参照
( 9 ) 漆間元三⽛社寺参詣曼荼羅図の中の振茶⽜⽝続振茶の習俗⽞所収(2001年)
55～60頁
(10) 寺島良安⽝和漢三才図会⽞巻31(正徳 2年序，1712年)(東洋文庫本⽝和漢
三才図会⽞ 5，1986年)211頁。注( 4 )喜多村前掲書巻10上(東洋文庫本)361
頁。
(11) 喜多村筠庭⽝筠庭雑考⽞(天保14序，1843)(⽝日本随筆大成⽞第 2期第 8巻
所収，1974年)193頁。⽝色音論冊子⽞の辻売りの図像は，⽝江戸時代図誌⽞巻
4 (1975年)図223にも見える









(元禄 8年序，1695)にも示されている。東洋文庫本⽝本朝食鑑⽞ 2 (1977年)
121頁
(16) 注( 9 )漆間前掲書58～60頁。芸能史研究会編⽝茶・花・香⽞(日本の古典
芸能第 5巻，1970年)カラー図版にも掲載されている。



































(29) 著者未詳⽝梅翁随筆⽞巻 1 (⽝日本随筆大成⽞第 2期第11巻，1994年)13頁






⿠茶店 奥村政信⽝絵本 好色亦寝の床⽞巻 5 (宝永 2年，1705) 国立国会
図書館蔵
⿠一般家屋 錦文流⽝当世乙女織⽞巻 1 (宝永 3年，1706) 大阪府立中之島
図書館蔵





⿠商家 多田義俊⽝世間母親容気⽞巻 2 (寛延 5年，1752) 早稲田大学図書
館蔵
⿠一般家屋 ⽝梅清 膏の惚薬⽞(宝暦11年，1761) 東洋文庫蔵，
⿠茶店 市場通笑⽝二人孝行⽞(天明 3年，1783)⽝黄表紙 市場通笑集⽞第
4巻(2006年)184・185頁
⿠一般家屋 市場通笑⽝昔々於艶と云踊子⽞(天明 8年，1788)同上35頁
⿠東海道茶店 高力種信⽝東街便覧図略⽞(寛政 7年序，1795) 名古屋市博
物館蔵
















(36) 吉村他注( 2 )前掲書200頁
(37) さらに言えば，類似の製法自体は宮崎安貞がさらに先行して述べている。














(43) 般庵野間光辰先生華甲記念会編⽝俳諧類舩集⽞(近世文芸叢書 1 所収，
1969年)52頁







(45) 水谷不倒・朝倉無声編⽝続燕石十種⽞第 1 巻(明治41年)，1980年再刊本
218頁
(46) ⼦ビブリア⽜15号(1959年)58頁。上田秋成全集編集委員会⽝上田秋成全集⽞
第 9巻(1992年)323・356頁
(47) 守屋毅⽝喫茶の文明史⽞(1992年)219頁。
(48) ⼦けふ元旦那(元の奉公先の主人)へ行ったら，よい茶をふるまはれた⽜(女
房)⽛なんという茶でござりました⽜⽛なんとか言われたが，忘れた⽜(女房)
⽛初むかしか，後むかしかな⽜⽛イヤイヤ，そふいふ名ではない⽜(女房)
⽛そんなら鷹の爪かへ⽜，⽛イヤイヤ，ヲ，それよ，土ふまずさ⽜(駿河・足
久保茶を⽛足の裏の窪み⽜で覚えていた)武藤禎夫・浜田義一郎⽝日本小咄
集成⽞中巻(1971年)285頁。
(49) ほかに，隠元薬罐の初現を考える資料として，以下の 2例を確認している。
鈴木春信⽝絵本古金襴⽞中巻(宝暦13年，1763，国立国会図書館蔵)には，
茶屋娘が右手に柄杓左手に金属製と思われる薬罐を持って，釜からは湯気が
立ち上る図像がある。通常，釜の茶を茶碗に汲むつもりであれば，まず薬罐
を下におろしてから柄杓を手に持ち，左手に持った茶碗(茶托)に茶を入れる
であろう。釜の上に長く置かれて熱いはずの薬罐を素手で持つ点も不自然で
ある。釜に水を補充してかき混ぜようとしている姿である可能性が残る。藤
沢紫編⽝鈴木春信絵本全集⽞影印編 1 (2000年)277頁。
鈴木春信の⽝絵本八千代草⽞巻中(明和 5年睦月序，1768，国立国会図書
館蔵)では，腰高台の上にのる釜の上に隠元薬罐がのせられている。ただし，
東北大学狩野文庫本(明和 5年正月刊本)では同図は含まれておらず，後刷り
時点以後の後補の可能性が残る。全くの同図が北尾重政⽝絵本三家栄種⽞
(明和 8年，1771)に見えることも不自然である。また，周囲に板を並べて打
ち付けて背の高い腰高台は，三谷一馬氏も述べるように新しいスタイルで，
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谷中のおせんの茶屋を描く各種画像にも見当たらない。管見の限り，市場通
笑⽝絵本虚言弥二郎傾城誠⽞下冊 3巻(安永 8年，1779)が初現となる。明和
年間に遡ることは想定しがたい。藤沢紫編⽝鈴木春信絵本全集⽞影印編 2
(2000年)。三谷一馬⽝江戸見世屋図聚⽞(2015年)275・276頁。
(50) 注(33)長佐古2002年前掲論文69頁
(51) ⼨江戸繁昌記⽞(三)(東洋文庫所収，1976年)258頁。日野龍夫校注⽝江戸繁
昌記・柳橋新誌⽞(新日本古典文学大系100所収，1989年)313頁
(52) 注(50)に同じ
(53) 向山雅⽛百姓奉公人の生活⽜⽝信濃民俗記⽞(1968年)272頁。伊藤うめの
⽛葉茶の飲用の歴史ᴷ第三報 鎌倉時代以降の飲茶について⽜⽝風俗⽞第12
巻 2号(1974年)34頁
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